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本市の人口

昭和53年 l月 i日現在

人口総数 1 9 8. 1 8 4人

男 96. 7 1 6人

女 I0 1. 4 6 8人

帯 数 6 3. 7 4 1世帯世
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一
地
山
内
市
体
に
お
い
て
も
可
能
な
山
一
指
聞
す
る
と
い
う
山
間
で
、
叶
向
き
に

川

守

二

り
、
こ
れ
に
対
処
す
る
必
泌
が
あ
る
が
一
陣
止
し
て
い
る
巴

陸

刷

会

開

昨

会

…一

ど
う
か
c

一

一

昨

一
同
州

4

糊

閉

…
一
答

地
刈
公
共
川
体
に
お
い
て
も
、

一

市

西

部

地

区

に

山

岨

た

政

ー

会

長

・一

町
付
川
町
出
す
る
r
h
出
制
師
寺
綬
し
て

一

保

育
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設

置
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…
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制
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兵

員

W
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山
氏
ぺ
川
の
山
久
山
舎
山
り
・
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日
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挺

企

ひ

付

会

委

長

…
了
、

l
E
2
2、
い
い

7
M一
閉

山
県
史
へ
の
言
明
託

4
b

判
制
砂
及

ク

ク

会

員

任

員

一一
l
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一
m"は
出
が
が
す
で
に
そ
の
公
安
笥
山

.
定

会

案

説

円

安

市

委

…
一心、，
f
量
点
な
ど
の
主
主
に
と
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
誌

の

守片

側
議
山
氏
委
別
各
各
二
し
、
仙
時
間
な
出
品
策
事
為
じ
な
け
れ
ば
一
年

一

一

時

期

な

ど

口

氏

出

的

な

内

同

を

』弔
さ
れ
た
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一
手
り
な
い
と
巧
え
て
い
る
が
、
比
刷
、
一

月

日

日

日

日

日

日

日

日
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二
こ
の
よ
う
与
柿
主
は
、
地
内
財
政
一

一

↑

菩
h
T
は
の
保
戸
所
冗
崎
町
の
山
内
ハ
可

1

月

二

年
に
灯
L
て
も
…
ぱ
刻
な
U
暗
記
7
U
た
一

-

一

一

角
川
を
は
る
と
砥
か
に
阿
川
げ
山
は
杭
が

一‘
り
し
て
お
η
山
H
M
人
、
地
心
記
付
税
一

一

一少
な
く

Jmの
品
叫
刊
は
芯
め
て
い
る

-

一

Z
目
的
に
さ
な
む
を
き
た
一
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
吉
川
は
、
十
九
日
か
り
一
寸
一
日
ま
で
の
=
一
円
聞
に
わ
た
り
、
小
川
原
一
叫
人
会
役
誌
、
公
開
震
を
ど
一
こ
促
進
言
っ
て
い
き
た
い
。

一
宮
号
制
成
し
て
い
き
た
い
e

一
民
主
主
眼
な
ど
か
ら
盟
山

J
一
川
口

H
U刊
行

十

日

U
一
羽
住
民
刷
出
A
門
品
喜
帯
で
あ

半
(
巾
号
、
京
山
口
市
政
ク
)
、
出
器
(
巾
政
ク
)
、

B
j一
白
川
が
立
で
あ
る
。
一
i

五
七
一
一
年
度
予
算

一

水

田

利

用

再

編

対

一
幻
自

M
U
M
-
M
U
W一白
り
山
叫
き
し
て
い
き
た
い
今

一

M
H
U純
一

見

刊

誌

誌

が

一

日

お

む

日

U
P
U
-一
訂

以

江

戸

川

口

一

編

成

の

大

綱

は

一

策

の

是

正

直

に

一

位

持

訪

日

開

一

不

況

下

の

解

雇

一

日

ιに問問
震
を
し
た
い
と

新
総
会
尚
一
、

t
L年
度
予
算
編
成
、
同
際
財
人
年
行
動
計
同
刷
用
担
刷
一
が
ら
同
体
メ
イ
ン
会
尉
に
は
広
大
な
i
一
間
昭
和
五
十
一
一
-年
度
は
、
河
口
巾
一

働

き

か

け

一
に
叶
処
し
て
い
き
た
い
。

一

者

雇

用

対

策

は

一

E
E
E
B
E
E
-
-
E目

立
に
よ
る

Hi筒、
問
タ
ム
語
問
題
;
す
る
躍
の
附
一
地
主
裂
で
あ
り
、
換
さ
ず
に
と
っ
て
二
期
八
年
の
締
め
く
く
り
一

間

水
川
利
時
野
市
町
民
一

一
間
刊
に
よ
る
話
内
福
山
中

白

幽

園

園

E

凶
立
と
り
あ
げ
誌
な
日
、
葬
出
聞
き
れ
ま
し
た
。
そ
の
i
な
内
一
地
の
臣
、
景
品
等
困
難
な
問
凶
一
の
年
で
あ
る
@
ど
の
よ
う
な
万
針
で
予
一
に
室
宗
主
主
て
い
る
ぷ
山
一

…
機
関
委
任

事

務

一

で
、
山
小
安
市
記
号
、
山
一

.

引

引

イ

什

引

Z諮

広
告
と
お
り
で
す

γ

i

一

MUHuuリリ
と
十
分
一
印
可
し
て
ゆ
く
か
、
火
嗣
を
川
い
一
に
明
け
る
こ
の
裂
に
つ
い
て
山
き
た
一

の

改

善

に

努

力

一体

m
v
N
G
f反
さ
れ
る
正

一
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産

ハ
十

一

年

山

梨

国

体

了
府
管
近
代
化
に
つ
い
て
は
、
附
一
答

「人
間
活
」
「

広

告

4答
目
、

K
4
1
4ま
と
一
間
四
盟
申
話
、
池
山
川
政
一れ

民

間

口

川
町
会
主
つ

Z
一
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る
条

主

会

場

を

甲

府

市

に

一
利
同
十
七
年
以
来
、
議
た
め
の

i
E
Eの政
治
的
裂
を
え
い
手
話
の
一
会
対
う
べ
き
一
吾
川
心
し
て
い
る
ぷ
山

2
4て
い

る

か

一

刊

誌

改
正
す
る
条
例
制

一J
を
し
て
き
た
が
、
普
語
、
単
一
任
以
来
A
F
け
ま
で
こ
れ
を
泊

mと
し
て
一
雌
し
い
施
策
を
打
ち
だ
し
て
雪
示
、
一
削
は
、
ど
う
を
て
い
る
か
。
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日
出
向
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定
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話
さ
れ
て
い
る
。

一
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器
地
な
ど
に
よ
り
お
ど
れ
て
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誌
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し
て
き
た
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置
の
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に
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山
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円
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、
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と
さ
れ
、
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に
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日
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日

に
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い
、
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ン
会
助
言
附
市
に
d
一
近
く
最
基

NAE-も挽
一
る
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一
て
市
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と
し
て
の
二
習

を
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る
一
は
暇
持
し
て
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な
け
れ
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な
ら
な
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一
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し
す
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目
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一
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刊
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、
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、
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て
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軍
需
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叫
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ま
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よ
と
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京
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。
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、
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に
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、
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十
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訪
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一
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目

村

山
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誌
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目
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動

計

画

策
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検
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一
日
以
下
詩
句
を
は
く
す
べ

来
日
忠
世
帯
し
て
い
る
。
一閣
と
し
、
芝
、
込

ιし
て
償
問
一
言
加
味
し
な
が
ら
官
五
十
三
年
与
す
る
。
芝
、
山
内
ぺ
理
主
む
一
判
と
な
っ
て
い
る
。
問
書
単
一
」
一

間
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川
旬
、
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で
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れ
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吉
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一
つ
い
て
は
そ
の
A
景
品
り
、
究
一
か
れ
た
同
信
入
品
主
に
お
い

一発
防
さ
せ
る
た
め
に
は
、
禁
制
民
主

一
る
中
で
、
柑
め
て
艦
し
い
行
期
政
の
週
一す

・

一

次

地

刀

制

度

川

町

公

の

「

行

政

μ沼
山
一て
、
同
隙
刷
人
向
行
動
此
州
が
け
M
U
択さ
一宇
認
を
ま
す
ま
す
充
ど
強
化
し
な
吋
れ

年

頭

に

あ

た

っ

て

一
若
宮
れ
た
話
主
で
あ
り
ま
し
ナ
」
の
と
き
に
あ
た
り
、
私
た
ち
は
そ
一
詰
問
す
る
市
」
に
お
い
て
も

ー
月
定
例
巾
議
会
は
、

ltハ
け
か
ら
一
一

l
-
川
ま
で
、
八
日
間
に
わ
た
っ
て
聞
か
れ
ま
し
た
。
初
日
に
ハ
川

・
九
月
四
調

会
か
ら
継
続
の
山
川
和
五
1

年
度
決
算
孔
件
の
必
定
と
ル
品
川
利
用
一
内
制
対
策
に
関
す
る
む
見
川
の
促
川
を
決
め
、
巾
民
か
ら

似
出
さ
れ
た
附
附
市
交
通
災
中
日
共
済
後
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て
等
五
件
、
駿
凸
給

uvn等
般
会
計
を

は
じ
め
と
す
る
補
正

F
算
案

i
ハ
件
、
甲
府
刑
務
所
新
uM
m地
に
係
る
財
時
の
取
得
に
つ
い
て
等
じ
判
、
川
一

l
八
件
は
、

以
終
日
に
い
ず
れ
も
似
案
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
必
H
U
収
集
に
よ
る
郵
便
貯
金
の
進
学
百
余
貸
付
制
段
M
M

期
実

現
に
附
す
る
む
見
川
市
住
二
刊
の
従
出
を
、

H
山
終
け
に
決
め
ま
し
た
。
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般
・
特
別
会
計
補
正
予
算

十
億
三
千
八
百
万
円
を
可
決



水

田

利

用

再

編

対

策

に

関

す

る

憲

見

書

を

行

う

よ

う

強

く

M
M

望
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
.

今
回
、
困
が
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
水
国
利
用
再
編
対
策
は
、
過
去
の
君

郵

便

貯

金

の

進

学

資

金

貸

付

制

生
産
一
躍
、
山
ち
体
耕
回
封
筒
よ
り
も
一
段
と
艦
し
い
も
の
で
あ
り
、
ま
さ
に

度

早

期

実

現

に

関

す

る

意

見

書

雄
政
の
一
大
転
換
と
も
い
え
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

今
回
の
高
校
、
大
学
に
埠
J

す
る
僚
の
ヴ
資
は
、
印
々
卜
切
の

一
途
を
た
ど

巾
府
市
に
お
い
て
も
、
こ
の
政
策
転
換
に
対
処
す
る
た
め
、
行
政
は
じ
め
各

り
、
必
7
F必
を
持
つ
一
般
嵐
広
の
量
計
を
著
し
く
圧
迫
し
て
い
る
の
が
現
状

-

l

凶
保
槽
閃
は
転
作
日
岡
山
(
二
百
二
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
)
の
速
成
に
回
出
力
し
て
い

剖
E

P

J

問
日

一旧
山
自
前
日
州
工
場
必
払
収
入
E
百
五
十
一も
あ
る
の
で
銃
二
期

事

業

は

当

面

円

で

あ

り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
多
く
の
有
能
な
昼
子
治
が
学
資
の
捻
出
が
不
可
椛

縦断

総

7
六
千
円
高
正
に
つ
い
て
は
、
突
一豊
備
に
と
忘
、
施
設
に
つ
い
て
は

2
Eろ
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
政
府
議
自
に
は
本
市
抱
負
山
で
単
語
念
ず
る
ケ
l
ス
も
増
加
し
て
お
ま
・

g
t
d一
欠
陥
主
じ
な
い
昔
、
処
分
刀
法
土
メ
イ

ySZに
行

っ

て

い

く

。

踏

ま

2
2
)、
労

働

自

信

、

基

農

家

へ

の

お

こ

の

よ

2
2立に
し
て
、
郵
便
貯
含
利
用
に
よ
る
挙
資
金
貸

一

一

、

寄

せ

等

の

4
山
川
に
よ
り
、
脱
出
個
々
の
協
刀
を
得
る
と
と
は
至
難
の
状
況
に
あ

J

ま
ず
議
提
第
一
一
八
月
議
会
の
議
決
一
判
明
日
附
究
に
な
お
一
崎
の
野
力
を
す
る
一ま

た

、

同

体

に

必

裂

と

す

る

用

地

は

イ

制

度

(

池

小

ロ

l
ン
)
の
創
設
を
郵
政
省
が
計
阿
し
、
そ
の
実
現
に
眼
目
力
し

一

一

り
ま
す
。

に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財
殴
の
取
得
災
一
己
一
。

一
割
状
の
三
倍
慣
を
必

混

と

す

る

同

の

答

て

い

る

と

聞

き

及

ぶ

と

己

る

で

あ

り

ま

す

が

、

こ

の

こ

と

は

不

況

F
の
今
日
、

は
処
分
に
閃
す
柔
例
の
一
部
主
主
一

一

用

究

部

盟

に

盟

し

一

井

が

あ

り

ま

し

た

。

よ

っ

て

出

車

産

、

本

市

の

霊

安

聖

断

ま

え

、

密

室

政

府

語

222症に
も
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、
父
兄
事
し
く
草

す
る
揖
例
制
定
に
つ
い
て
は
、
地
力
出
一
て
、
世
民
の
自
主
防
災
桜
一

1
1
1
1
u
l
A
K

出

聞

に

警

護

す

る

も

の

で

あ

り

ま

す

。

し

て

い

た

ま

て

昨

日

書

た

制

度

と

い

え

る

も

の

で

あ

り

ま

す

。

由
法
脂
容
の
一
伺
改
正
に
伴
い
、
て
一
の
起
草
め
ら
れ
て
い
る
が
、
モ
の
一
本
通
出

A
U
R

一
時
地
の
イ
一
理
事
業
高
自
に
よ
り
、
単
必
に
災
地
す
る
乙
と
よ
っ
て
附
府
市
き
は
、
芯
訟
で
似
附
さ
れ
た
警
の
慣
言
語
雪

2
3
2
5
4
2一
倍
に
あ
た
つ
て
は
、

説

的

盟

一

r
2
1
1
1
1
1

一

任

務

倒

壊

g
z
gにお
い
て
早
急
に
樹
立
す
る
え
か
ら
、
乙

3
5
2
2く霊
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

伏
に
付
す
べ
き
契
約
幸
福
怖
を
三
一
び
北
部
消
防
と
一
円
刊
の
あ
る
飢
餓
一
望

一-一--
号
附
和
五
十
一一
町

市

E

O

E

輸

入

ワ

イ

ン

の

関

税

引

き

下

げ

と

千
万
円
か
ら
九
千
万
円
に
改
正
す
る
も
一
化
を
折
唱
し
、
市
民
に
純
間
附
れ
相
が
一附

市

下

京

辺

事

業

特

別

会

刑

制

正

予

ロ

一

転

作

作

物

の

mdを
可
能
に
す
る
品
祖
や
殺
培
技
術
の
改
良
に
力
を
入
れ

の
で
、

E
れ
に
対
し
宮
中
よ
り
、
ニ
か
か
ら
な
い
よ
う
配
胤
す
き
と
・

一

気

=

一

さ

に

つ

い

て

は

、

吉

田

設

な

る

20

果

物

の

自

由

化

を

阻

止

す

る

意

見

書

事
に
三
倍
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
の
改
一

h
J、
(

(

、

(

一く

品

以

擦

の

と

お

り

可

決

す

る

も

の

一

米

詰

室

主

助

長

す

る

た

め

の

政

策

を

樹

立

す

る

こ

と

・

牒

居

間

霊

視

し

た

輔

氏

政

空

会

く

同

じ

く

果

樹

震

の

語

問
題

一

11、1t'41i、、
.Lrlト
、，
s'J

一

ば
は
議
会
の
題
号
制
小
し
、
巨

の

一
品

星

雲

且

実

一義
し
ま
し
た
が
、

5
5当局

都

市

計

画

法

に

基

づ

く

市

街

化

区

域

及

び

と

な
る
で
あ
雪
輸
入
ロ
イ
ン
の
車
引
き
否
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
喜
め
と
す

控
室
大
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
一
町
〆

J

代

J
1
J
i
一
に
対
し
て
、
去
の
級
官
付
す
べ
き
一

4

る
果
物
の
自
由
化
を
政
府
は
今
回
強
行
し
ょ

2
し
て
お
り
ま
す
。

ぽ
見
が
あ
り
、
保
決
の
結
果
、
多
数

L
論
議
三
二
リ
財
産
の
取
得
に
つ
一
誌
の
揖
例
改
正
が
挺
架
さ
れ
て
い
る
一年
度
甲
府
市
査
主
主
補
正
予
主
な
需
が
続
い
た
乙
と
が
主
義
国
と

調

整

区

域

の

見

直

し

に

関

す

る

意

見

書

甲
府
市
並
び
に
モ
の
周
辺
は
、
プ
ド
ー
を
初
め
と
す
る
県
物
の
差
別
で
生

も
っ
て
当
面
軍
の
と
お
り
吋
決
す
る
一
い
て
は
、
小
型
ポ
l
昼
間
の
第
二
一
が
、
下
益
事
業
は
工
H
号

号

、

一
(
第
一
号
)
に
つ
い
て
は
、
皇
室
考
え
ら
れ
る
。
現
状
詰
豊
富
、
現
在
県
に
お
い
て
、
都
市
計
圏
在
抵
づ
く
都
市
計
画
区
域
の
見
阻
し
作
業
高
は
も
と
よ
り
ロ
イ
ン
の
語
と
な
る
プ
ド
l
の
供
給
品
下
で
は
宵
散
の

も
の
と
決
し
ま
し
た
。
一
則
山
長
岳
災
地
す
る
た
め
の
用
地
取
得
一
市
民
の
問
、
心
も
高
い
の
で
、
対
象
外
の
一
命
以
入
の
円
誼
し
等
に
つ
い
て
質
し
た
一五
十
年
度
か
ら
本
年
度
ま
で
の
財
政
計
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
乙
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
甲
府
市
の
災
加
は
、
す
で
に
県
産
制
で
あ
り
草
す
。
し
た
が
っ
て
、
舟
由
の
政
府
決
定
は
、
本
市
果
樹
庭
球
の

次

に

選

竺

三

品
翌
十
三
で
あ
り
、
話
集
の
と
お
り
列
滑
な
す
の
に
つ
い
て
も
主
な
工
事
内
容
に
つ
一
の
に
対
し
て
、

当
局
窓

裂

収

入

は

一

回

に

邸

づ

く

も

の

で

あ

り

、

そ

の

ま

に

拠

出

し

て

晶

る

一

童

話

量

よ

り

も

、

は

る

か

に

市

街

昔

話

会

審

握

手

蓄

は

非

常

に

さ

い

も

の

が

あ

り

、

乙

れ

き

の

ま

葺

恒

産
附
府
市
長
話
予
空
前
一
く
可
決
す
る
も
の
と
で
ま
し
た
が
、
一
い
て
は
男
君
会
に
報
告
す
る
よ
う
一
本
年
十
月
末
現
住
で
約
三
芳
皇
宮
財
政
収
支
は
志
予
定
通
り
推
移
霊
が
そ
乙
れ
を
包
含
し
た
も
の
で
な
い
と
需
の
総
合
的
な
将
来
展
望
す
る
乙
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

回
刀
)
中

毒

2
g分
に
つ
い
て
一
宮
会
は
六
十
一
年
国
悼
の
メ
イ
ン
会
一求
め
る
と
と
も
に
、
産
業
量
生
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
は
豆
す
る
見
込
み
で
あ
る
が
、
五
十
一
一
霊
は
到
底
思
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

(2) 昭和53年2月1日りよだ三』
:z:;;; 議市府甲第 36号
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mm

凶

絢
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到

a

m
富

市

市立甲府病院の経営を簡査する民生常任要員

今
定
例
会
の
初
日
及
び

最
優
日
の
本
会
園田
で
意
見

書
四
件
を
可
決
し
、
地
方

自
治
法
宙
開
九
+
九
条
第
二

項
の
規
定
に
蕃
づ
き
、
内

閣
総
理
大
臣
ほ
か
関
係
各

大
匡
及
び
、
山
梨
県
知
事

に
そ
れ
ぞ
れ
提
出
し
ま
し

た
。


